






全国 10 療養所病院と1県立病院へのアンケート調査;ス剤感受性ネ症の長期観察を分析し

次のような成績を得た。

寛解率が 50%以上となるのは発症後,男性で 8 年,女性で 6 年以降であった。長期薬剤療法

を行うだけに副作用の問題も重視されねばならないが,最終身長が一 2SD 以下の症例が男

性で 34 例中,6 例(17.6%),女性で 8 例中,1 例(12.5%)に存在した。ス剤白内障は 21%に観

察され,3 歳以下に発症した 3例は外科的療法がなされた。肝炎の合併は B 型が 5 例,non-

Anon-B 型が 5例,B 型保因者 2例であった。


